
第３学年 技術 年間指導計画 

 
１ 教科目標 
  生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深め，
進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。 

 
２ 評価の観点 

生活や技能への 

関心・意欲・態度 
生活を工夫し創造する能力 生活の技能 

生活や技術についての 

知識・理解 

エネルギー変換，情報に関す

る技術について関心をもち，技

術の在り方や活用の仕方等に

関する課題の解決のために，主

体的に技術を評価し活用しよ

うとする。 

エネルギー変換，情報に関する

技術の在り方や活用の仕方等につ

いて課題を見つけるとともに，そ

の解決のために工夫し創造して，

技術を評価し活用している。 

エネルギー変換，情報に関

する技術を適切に活用するた

めに必要な基礎的･基本的な

技術を身に付けている。 

エネルギー変換，情報に関す

る技術についての基礎的･基本

的な知識を身に付け，技術と社

会や環境とのかかわりについ

て理解している。 

 
３ 評価基準（１００点満点） 

      観点 

方法 

生活や技能への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し創造

する能力 
生活の技能 

生活や技術につい

ての知識・理解 
合計 

定期試験  １５ １０ ２５ ５０ 
提出物 １０    １０ 

授業態度・授業振り返り １０    １０ 
作品 ５ １０ １５  ３０ 
合計 ２５ ２５ ２５ ２５ １００ 

 
４ 使用教材 
  教科書「新しい技術・家庭 技術分野」（東京書籍） 
 
５ 年間学習計画（計１７．５時間） 

学

期 
月 単元名 学習目標 

時

間 
主な評価規準 評価方法 
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◎エネルギー変

換に関する技術 

・エネルギー変換

機器の仕組みと保

守点検 

・テーブルタップ

の製作 

 

 

★言語活動 

考えたことをもと

に製作する。 

・期末テスト 

◎情報に関する技

術 

・プログラムによ

る 

計測・制御(簡単

なプログラムの

作成) 

 

 

 
 
 
 
 
 
・期末テスト 
 
 
 
 

・エネルギー変換方法や力の伝達の仕組み
を知る。 
・点検の必要性を理解し，保守点検と事故
防止について考える。 
・テーブルタップの製作をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・コンピュータを利用した計測・制御の基本的

な仕組みを知る 

 

 
 
・情報処理の手順を考え，簡単なプログラ
ムが作成する。 
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１ 

・エネルギー変換方法や力の伝達の仕組みを

知ることができる。（知識） 

・機器の基本的な仕組みを知り，保守点検と

事故防止ができる。（技能） 

・エネルギー変換に関する技術が社会や環境

に果たしている役割と影響について理解して

いる。（理解） 

・エネルギー変換に関する技術の適切な評

価・活用について考えることができる。（創造 

・点検の必要性を理解し，保守点検と事故防

止ができる。（製品の定格表示・安全に関する

表示・許容電流の遵守・適切な使用方法）（技

能） 

・コンピュータを利用した計測・制御の基

本的な仕組みを理解することができる。

（センサ・コンピュータ・アクチュエー

ター）（理解９ 

・情報処理の手順を知り，フローチャー

トを適切に用いることができる。（順

次・分岐・反復）（知識） 

・情報の処理手順を整理することができ

る 

・情報のディジタル化と，その特徴につ

いて理解する。（理解） 

・新しい発想を生み出し活用しようとす

る。（工夫９ 

・情報処理の手順を考え，簡単なプログ

ラムが作成できる。（技能） 

・工夫して，自分の考える物と同じもの

を作成することができる。（工夫） 

学習ノート 

テスト 

学習ノート 

テスト 

行動観察 

 


